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ヒ ト乳癌培養細胞株 （HPL − MmC 株 ）の

形態学 的特徴に っ い て 。
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マ ル チ パ ラ メ トリ ッ ク ・サ イ トフ ル オ ロ メ ー

ターの 開発 とそ の 肝細胞 DNA 一
蛋 白定量 へ

の 応用

　　芦原 司 、蒲池 正浩 、 竹岡 成

　　（滋賀 医 大 ・1病 ）
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凡

乳癌患者胸水 の 細胞 を植え込み 材料と し て ，

比較 的分化 し た 特微 を保持し つ つ 増殖す る ヒ

ト乳癌培養細胞株 を得た 。 浮遊癌 細胞塊は培

養開 始後 1 年で 増殖 し 始め 継代培養が可能と

な っ た 。 population 　 doubli  timeは

7，5 日 で 増殖は緩漫で あ る 。 位相差顕 微鏡 ・

ノ V ル ス キ ー像 ：細胞数個か らな る ク ラ ス タ

ーを基本単位 と し て
， 増殖 ・融合し 索状夊は

複雜な塊状を呈す る 。

一部の 壁附着性 に増殖

す る も の も、そ の 一端か ら連続 性 に 浮 遊索状 と

な る 。 こ れ ら は infiltrating 　duct

carcin （rrE の 増殖形 態を よ く反 映 し て い る

と考え る 。
ノ マ ル ス キ ー豫 で も、 腺房様 ク ラ

ス タ 「 及び細胞間結合 の 密な る こ とが 明ら

か で あ る Q 細胞化学 ：ギ ム ザ 、
H ・E 線 とも

培養細胞は ， 櫃え 込 み 材料 の 特黴 を よ く保 っ

て い る oPAS 陽性 顆粒は 腺腔 に 向 っ て 存在

す る 。 酵 素組 織化学的 に も腺房形 成 に伴 う極

性 は 明 らか で
， 強 い acid 　phosphatase ，

non −−specific 　esterase 活性が腺腔領域

に認め られ た 。 超微形 態豫 ：数個 の 細胞が集

合 して 腺房を形成 し s 腺腔に面 し て 多数の 微

繊毛が み ら れ る 。 細胞 間結合 部位に は tight

junct　ion、
　desmos（urle の 形成 が 明 らか で あ

る o 胞体内小器管は 比較的豊富 で ，
グ リ コ ー

ゲ ン 顆粒 ，
マ イ ク ロ フ ィ ラ メ ソ ト束も多 くみ

られ る 。

従 来の落射型顕 微蛍光測 光 法 で は オ
ー

トラ ジ

オ グ ラ フ ィ
ー

を併用 で き る の み な らず細胞 の

種類を認識 しなが ら単色蛍光測光 で きる の に

対 し、 フ ロ ー ・サ イ トメ ト リー
で は 2 種蛍光

を 自動化 、 高速 に 同時測光で きる特微が あ っ

た 。 今回私 た ち は こ の 両者 の 特微を 取 り入 れ

た落射型顕微蛍 光測 光装置 として 、 2種蛍光

を同時測光 で き る マ ル チ パ ラ メ トリ ッ ク ・サ

イ トフ ル オ ロ メ
ー

タ
ー

を研 究開発 し、 現在細

胞 個 々 の DNA 一
蛋 白含量定量 法 を ほ ぼ 標 準 化

し得 た の で 報告す る 。

こ の 装 置 （NIKON 　 SPM − RF ／
− D ）は こ

れ まで の 落射型顕 微蛍光装置 （1976年 ）を基

本構造 とす る が 、 フ ォ トマ ル チプライヤー（PM ）

を 2本 と、 そ の手前に もう一段 の ダ イ ク ロ イ

ッ ク ・ミ ラ
ー

を設 けて 2色の 蛍光 を 2 っ に 分

けて そ れ ぞ れ の PM に 導 く単純化 した構造 と

し b こ れ に デ ー
タ処 理 ユ ＝ 一

ッ ト部お よ び オ ン

ラ イ ン 利用す る パ ーソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ

ー
タ

ー
運用 の た め の ソ フ トウ ェア （成績 の 統計処

理 、
3 次元 図形表示 用 ）を備 えた シ ス テ ム と

した。また、本装置 を運用 した細胞 の DNA
一蛋白の 蛍光測光法 と して は、P 正一プ リム リン

の 重染色法 に V 励起 を採用 し た 。 染色、測光

に 際す る 間題点お よび肝細胞解析の 成 績を あ

わせ て 報告する 。
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